
 

 

第１５回（１年） 

１．日 時：令和５年１０月６日（金） 

１３：３０～１５：３０ 

２．場 所：へきしんギャラクシープラザ 

大会議室 

３．テーマ：「俳句入門」 

４．講師：永井 江美子 先生  

（現代俳句協会副会長） 

５．出席者：１５／１９名 

６．内 容 

 ○俳句の本質 

 俳句とは、五・七・五の十七音からなる 

最も短い定型詩である。自分の心に触れ 

た感動や願望を言葉（文字）で表現する。 

季語は必ず入れるが、五・七・五の 

十七音でなくても良い。和歌の上十七音 

が俳句になった。俳句＝俳諧（の句）は滑稽の意。 

 〇有名な俳句の字抜け問題 

  芭蕉や高浜虚子等、有名な７句から抜けた言葉を当てる問題が出された。 

 〇作句 

  各自、「最近最も嬉しかった事」をテーマに俳句を作った。個別に先生に添削して頂き、

幾つか作句。その中で一番良いものを紙に書いて、句の説明を含めて発表した。その句 

は、今後行われる文化祭で展示される。（修正可） 

７．感 想 

  最近は結構俳句の人気があって、TVのプレバトとか楽しく見ていますが、自分で作ると

大変だと実感しました。ただ、自分で詠んでいる限り順位・優劣がつくものではないので、

その時の気持ちを短詩として素直に表現すれば良いのかなと思いました。 


